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研究成果の概要（和文）：（１）プロジェクト/コンピテンス・ベイスの教育実践効果については、英語コミュニケー
ション力は4ヶ月間の実践ではグループ平均スコアで有意差は示されなかったが、自信と積極性、異文化理解にプラス
の変化が観察された。（２）英語コミュニケーション力の伸長に対する要因については、グループ内に日本人一人の参
加の有効性と、日本人複数の場合には、安定的・外交的・リーダーシップ力の特性を持つ人物の存在の重要性が示唆さ
れた。（３）国際協働作業力の現状と課題については、発言量は少ない一方、質的には要所で協力的な役割行動が確認
され、協調的知識構築過程における論理的・批判的な分析思考と率直な発言と聴取の指導が必要である。

研究成果の概要（英文）：This research based on an international project involving university students 
from six countries including Japan, yielded these results:
(1) As to the effects of Project/Competence-Based Education practice, group averages for English 
communication ability failed to improve statistically after 4 months but the participants showed growth 
in confidence, enthusiasm and cross-cultural understanding. (2) Significantly influencing positively 
English development was seen if working alone as a Japanese within a group or if among the Japanese 
members in a group, one member had a stable and diplomatic personality plus leadership skills. (3) As for 
international collaborative competence, despite expressing their opinions remarkably less than other 
countries’ members in a group, the Japanese students could act to fulfill their role but instruction in 
logical, critical and analytic thinking in the scheme of cooperative know-how, openly expressing 
themselves and comprehending others is necessary.
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１．研究開始当初の背景 

（１） 外国語（英語）教育は、知識や技能の習得に
とどまらず、学習者の思考力・判断力・表現
力などの育成をも図り、高等教育つまり大学
においても、生きる力の基盤となるコンピテ
ンス・ベイスのものでなければならない、と
の認識が当該研究者らに共有されていた。 

（２） 上記の教育に必要とされる目的論は、いわゆ
る 「 フ ィ ン ラ ン ド 現 象 （ The Finland 

Phenomenon）」を考究する Dr. Tony Wagner 

(Harvard Univ.)などにより、「自立学習態度の
育成」「課題解決能力の育成」「学習過程
（learning process）重視」という具体的方法
論の提唱へと展開していることを確認した。 

（３） さらに、フィンランドは ICT (Information 

Communication Technology)の教育への導入
が、最も進んでおり、フィンランド現象の強
力な支えとなっていることが推論された。 

（４） また、大学における英語教育においても、学
習科学および認知科学の知見から、英語使用
実践の授業が実質的な効果を上げるためには、
英 語 の 使 用 現 場 へ の 転 移 可 能 性
（Transferability to the Workplace）が鍵を
握ると指摘されていた。 

（５）それらの目的と方法を包含するものとして、
既に当該研究機関の姉妹大学であるドイツの
アイヒシュテット・カトリック大学が主導し、
世界数ヶ国で教職課程を履修する大学生たち
がインターネット上で英語を用いて行うプロ
ジ ェ ク ト ・ ベ イ ス の 教 育 実 践 、 IPC 

(International Project Competence) 国際プ
ロジェクト、に着目した。 

（６） 毎年後期に行われる上記の国際プロジェクト
IPC に、当大学は 2010 年度からスペイン、ブ
ルガリア、アメリカなどとともに 2 年度にわ
たり参加し、効果と可能性を観察することが
出来た。その結果をふまえ、将来のグローバ
ル・コンピテンス育成の課題として、英語力
と国際協働作業力に焦点を当て、学生たちの
国際プロジェクト参加実践を通して、それら
の関係と諸要因を実証的に明らかにする必要
性を確信した。 

 

２．研究の目的 

（１）上記の国際プロジェクト、特に「テーマを教
員養成に関わる共通課題に特化し、それらの
課題を国籍混成グループによる協働的プロジ
ェクトを遂行することによって解決を図る」
方式が、将来教員を志望する学生に、英語力
の伸長を含めどのような学習効果を齎すのか、
を実証的に検証することを当初の目的とした。 

（２）次に、プロジェクト期間（実質 12 週間）の
事前事後の英語コミュニケーション力の伸長
度に対する情報ネットワークリテラシー、リ
ーダーシップ力、マネジメント力等の言語外
要因の関わりを特定する。  

（３）さらに、プロジェクト遂行に係わる一連のタ
スク（トピックの提案、文献の紹介、リサー

チクエスチョンの討議、調査項目の決定、調
査結果の報告等）よりなる主体的参加型・知
識構築型の協調学習過程において、英語で交
わされる発言・対話データをコーパス言語学
ならびにネットワーク構造発展の視点から
形成的評価の手法を用いて分析し、日本人大
学生の国際協働作業力の特徴と発達過程を、
国際比較により相対的に明示する。 

（４）最終的に、国際協働作業力育成の指針を示す
ことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

（１）本研究は、主に以下の二つの部分より構成さ
れる。 

①学生が主体的に参加するプロジェクト実
施部分。 

②その状況・結果を分析評価する部分。 

（２）実践研究結果の再現性確認と継続的参加の効
果確認のため、上記①と②をユニットとし
て、それぞれ以下の具体的方法により、2 年
度に渡り繰り返し行う。 

（３）プロジェクト実施部分 

①時期：後期の実質 12 週間（10 月～1 月）
（オンライン活動 8 週間、教室オフライン
事前指導 1 週間・事後発表 3 週間） 

②対象：教職課程学生約 15 名（各年度） 

（４）分析評価部分 

①定量数値評価：i) 英語コミュニケーション
能力判定（各プロジェクトの事前・事後実
施） ii) 情報リテラシー判定 iii) アンケー
ト（「プロジェクト参加に関するもの」、お
よび MyCAP（Howe, 2011）による「異文
化意識調査」）iv) 性格・行動特性判定 v) 

ログ記録 vi) フォーラムディスカッショ
ンのコーパスデータ 

②形成的評価：プロジェクト実践時のフォー
ラム上でのディスカッション・データ  

③分析方法：①については、i) 英語力伸長度
を主成分、他項目の ii), iv), v) を変数とす
る相関分析、ii) コーパスデータを国別、
グループ（トピック）別に、プロフィール・
語彙リスト・特徴語リストを集計・分析。
②については、 共通知識構築過程を、協
調学習(collaborative learning) 分析ソフ
トとして開発された KBDeX (大島, 2011)

を用い、3 種類の項目（発言者・対話文・
単語）を単位としたネットワーク分析・表
示で多国間比較評価。 

 

４．研究成果 
（１）プロジェクト/コンピテンス・ベイスの国際

プロジェクト実践教育効果について 
① 英語コミュニケーション力は、調査した日

本人大学生参加者については、４ヶ月間の実
践では、グループ平均スコアで有意差は示さ
れなかった。ただし、語彙力とリスニング力
において、コントロールグループとの相対比
較で、より伸びる傾向が、観察された。 



表１英語力事前事後テスト比較（2013 年度） 

St. No. Total-pre Total-post Total-diff 

1 505 555 50  

2 529 512 -17  

3 651 616 -35  

4 584 664 80  

5 550 571 21  

6 658 672 14  

7 583 492 -91  

8 551 612 61  

9 558 586 28  

10 537 604 67  

11 565 586 21  

12 440 545 105  

13 573 594 21  

14 250 333 83  

15 416 440 24  

16 550 591 41  

Ave. 531.3 560.8 29.6 

分散 9466.3 7188.2 2359.7 

P(T<=t) 片側 18.3%で、有意差なし 

 
表２英語力事前事後テスト項目別伸長度（2012 年度） 

学生 No. 
Sec1 
差 
Voc. 

Sec2 
差 
Expression 

Sec3 
差 
List. 

Sec4 
差 
Dict. 

Total 

1 12 -21 -29 -2 -40 

2 -4 -2 3 -21 -24 

3 19 9 31 -23 36 

4 18 -5 -2 -9 2 

5 -1 -11 29 -40 -23 

6 -53 33 -14 6 -28 

7 27 -26 22 12 35 

8 8 19 -9 -29 -11 

9 26 -37 3 -14 -22 

10 -13 24 -16 24 19 

11 -1 -14 -20 11 -24 

12 -1 16 -69 -2 -56 

13 -7 -25 6 -29 -55 

平均 2.3 -3.1 -5 -8.9 -14.6 

Control 0.9 -5.5 2.3 -4 -6.3 

 
②異文化理解・異文化意識は、有意差を示す効

果は示されなかった。ただし、範疇別到達度
割合の比較で、４つの範疇中「異文化間コミ
ュニケーション」がより容易に発達しやすく、
次いで「自己の視野意識」と「文化理解」、
最後に「グローバルな視野」が発達する可能
性が、示唆された。 

③六ヶ国参加学生全体を対象にしたプロジェ
クトに関するアンケート結果から、本国際プ
ロジェクト“IPC への参加を他の学生に勧め
たい”とする肯定的意見は、2012 年度は
71.755.1％（回答率＝46.5％）、2013 年度は

55.1％（回答率＝55.1％）と、概ね良好であ
った。 

 
（２）英語コミュニケーション力の伸長に対する要

因について 
① グループ内に日本人一人の参加は、有効で

ある可能性が高い。 
 
表３英語力の伸長と発信(投稿)数およびグループ内

の日本人学生数の対照表（2012 年度） 

学生 

No. 

Sec1

差 

Voc. 

Total

差 
postings 

Group 

日本人

数 

1 12 -40 4 G5 (2) 

2 -4 -24 2 G9 (3) 

3 19 36 2 G8 (3) 

4 18 2 7 G7 (1) 

5 -1 -23 16 G8 (3) 

6 -53 -28 2 G4 (3) 

7 27 35 1 G4 (3) 

8 8 -11 8 G6 (1) 

9 26 -22 9 G1 (1) 

10 -13 19 4 G3 (1) 

11 -1 -24 2 G9 (3) 

12 -1 -56 0 G4 (3) 

13 -7 -55 5 G8 (3) 

average 2.3 -14.6 4.8  

 
なお、2013 年度のプロジェクト実践では、
グループ内に日本人一人の場合は１件しか
なかった。その学生についても、200 点満点
中 50 点の上昇がみられ、平均 30 点を上回
っており、限られたデータでは再現性があ
ると、判断された。 

② グループ内に日本人が複数の場合には、安
定的・外交的・リーダーシップ力の特性（YG
性格検査による D 型）を持つ人物の存在の
重要性が、示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



表４英語力伸長と性格型と所属グループ（2013 年度） 

St. No. Total-diff YG性格型 Group
1 50 D' G1 J 一人
2 -17 A" G5
3 -35 B' G4
4 80 D G5
5 21 A' G8
6 14 C G7
7 -91 D G2
8 61 A G3
9 28 A" G4

10 67 NA G8
11 21 AB G2
12 105 D' G4
13 21 NA G4
14 83 A G5
15 24 C' G5
16 41 D' G8

Ave. 30  

 

③その他、情報機器利用経験に関するアンケー

トによる情報リテラシー判定の結果、ならび

にログ記録による発信数と、英語力の伸長と

の間には、明確な関係は認められなかった。 

 

（３）国際協働作業力の特徴について 
①日本人の発信（投稿）数は、どのグループ（ト

ピック）においても、他の５ヶ国の大学生と
比較して、明らかに少なかった。従って、量
的にはプロジェクト遂行に対する貢献度は
低いと、観察された。 

 
表５フォーラム・ディスカッション コーパス国別

プロフィール（2012 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②コーパス分析による、特徴語抽出結果から、
日本人の発言・メッセージは、他国の学生た
ちがプロジェクトのトピックの内容や方法
論に関することを多く述べているのに対し
て、挨拶、特に謝りの表現（sorry など）や、
意識・認識の表現(however など)を、相対的
に多用していた。従って、他国のメンバーた
ちに対して、好意を持ち、協力する意思を示

す努力が窺われた。 
 
表６フォーラム・ディスカッション コーパス国別

特徴語分類（2012 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ さらに、フォーラム・ディスカッションデ
ータを、KBDeX を用いて、合意形成に関わる 
agree を目標語にディスコースを分析した
結果から、日本人大学生は、グループ内の
合意形成の過程で agree を要所で適切に使
い、グループ内の協働作業を進行する役割
で貢献していると、観察された。 

 
図１ 日本人メンバーのグループディスカッション

でのagree使用による会話ネットワーク表示例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）国際協働作業力育成の課題について 

① 上述の合意形成語 agree の使用状況を、前
後の単語(collocates)に着目し、さらに詳
細に分析した結果、日本人大学生の agree
使用は、相手が述べた内容を十分に吟味し、
自分なりの評価をした上で、応答している
とは限らないことが、示唆された。 

② 当該研究者らによる、学生たちのプロジェ
クト遂行時の態度や言動の観察は、①で示
された事実と一致し、支持するものであっ
た。 

③  結 論 と し て 、 真 の 国 際 協 働 作 業 力
（Collaboration）を育成するためには、「先
ず Critical Thinking（批判的思考力）の指
導を先行・並行させ、結果として Creativity
（創造力）の発現へと繋げる」、とする３要
素間の関係性に基づく仮説が導かれた。こ
れらのコンペテンス 



（Collaboration/Communication, Critical 
thinking, Creativity）は、グローバル・
コンペテンスを構成する３つないしは４つ
の要素として、アメリカをはじめ世界で広
く注目されつつある。今後の研究課題とし
たい。 
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